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国際医療福祉大学大学院 
 

大学院長  三浦 総一郎 
 
本学大学院では過去十数年にわたり、文部科学省事業の第Ｉ期および第Ⅱ期

がんプロフェッショナル医療人材育成プログラムに積極的に取り組んで参りま

した。本プロジェクトは、本学副理事長で名誉学長をお務めになられ 2年前に

急逝された北島政樹先生のご指導の許で進めて参りましたが、先生のご遺志を

しっかり受け継ぎ、現在は 2017 年度からの第Ⅲ期事業として東京医科歯科大

学を主管校とする連携８大学が共同で実施する「未来がん医療プロフェッショ

ナル養成プラン」に参加し、「多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材

（がんプロフェッショナル）」養成事業として展開し 4年目を迎えました。 

本年度も、大学院過程に開設した「ライフステージに対応したがんプロフェ

ッショナル多職種協働人材育成」および「ゲノム解析医療・希少がん診療に精

通した医療者育成」の２つのコースに多くの履修生を迎えることができ、がん

の専門職医療者の育成に積極的に取り組みました。今年度は何といっても新型

コロナ感染症の蔓延を受け、多くの事業を予定と変更して実施せざるを得ませ

んでした。しかし幸いなことに本学ではもともと ICT を駆使した e-learning 

授業などを充実させていたこともあり、予定された授業科目はオンラインです

べて施行することができました。夏の実習もオンライン実習とせざる得ず、人

的な交流面や実践的な経験という面では十分とはいえませんが、参加者の満足

度は高く、ほぼ同等の教育効果があげられたものと安堵しております。 

本年度は従って市民公開企画もスタジオでの収録映像を WEB 視聴公開する形

式で予定通り開催しました。小児がん治療、がんのグリーフケア、すい臓がん

治療の新しい挑戦の 3つをテーマとして取り上げましたが、視聴期間を長く設

けたこともあり多くの方に興味深く視聴いただき成功裡に実施できました。 

この場をお借りしてコロナ禍の中で大変ご協力いただきました関係者の皆様

に深く感謝申し上げます。ここに本年度の活動記録をひとつの成果物として冊

子にまとめさせていただきましたので是非ご高覧の上、忌憚のないご意見を賜

りたく存じます。 
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Ⅰ.教育プログラム・コース

の概要 

1.ライフステージに対応した 

がんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース 

2.ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した 

医療者育成コース(インテンシブコース) 

・申請書 

・コース概略図 
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大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

多職種協働による機能的なチームを作り、ライフステージに対応したがん治療
にあたり、患者支援、家族・支援者支援、グリーフ・ケア、ターミナル・ケア
までの広範な対応ができる専門医療職。

平成29年度　文部科学省「多様な新ニーズに対応する
「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）養成プラン」採択

（連携8大学）東京医科歯科大学、慶應義塾大学、国際医療福祉大学、

‐未来がん医療プロフェッショナル養成プラン‐

国際医療福祉大学大学院【教育プログラム・コースの概要①】

聖マリアンナ医科大学、東京医科大学、東京薬科大学、秋田大学、弘前大学

国際医療福祉大学大学院
　医療福祉学研究科修士課程・博士課程/薬科学研究科修士課程
　/薬学研究科博士課程/医学研究科修士課程・博士課程

ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース

医療福祉学研究科修士課程・博士課程
　保健医療学専攻、医療福祉経営専攻、臨床心理学専攻の大学院生
薬科学研究科修士課程
　生命薬科学専攻の大学院生
薬学研究科博士課程
　医療・生命薬学専攻の大学院生
医学研究科修士課程・博士課程
　公衆衛生学専攻、医学専攻の大学院生

2年

10単位以上を履修した上で、履修内容審査に合格すること。

<必修科目>
がん治療の先端知識の基礎(2単位)、医療プロフェッショナリズム・医療安全(2
単位)、がんのカウンセリング概論(2単位)、がん多職種協働アクティブラーニ
ング実習(1単位)

<選択科目>
がん治療薬学(2単位)、がん看護学(2単位)、がん治療放射線医科学(2単位)、医
療統計(2単位)、診療情報管理学(2単位)、がん診療の基礎知識(2単位)、臨床心
理学概論(2単位)、がん理学療法学(1単位)、がん作業療法学(1単位)、がん臨床
検査学(1単位)

本コースでは従来の専門性にもとづいた縦割りの教育を廃し、本学大学院に学
ぶ異なる専門領域の学生がクロスオーバーして、共にがん医療の現状を学び、
それぞれの専門分野でのがん患者支援および支援者支援計画とその実施に係わ
る専門医療職の養成を目指す。ターミナルケアに加えて、従来十分な対応がな
されてきたといえないグリーフケア、患者就労両立支援、家族・患者支援者支
援などを通じて患者を取りまく環境にトータルに臨床心理に配慮して対応でき
る人材育成を目指す。なお、事例を用いてアクティブラーニングを積極的に採
用する教育を行う。
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指導体制

教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度
H31/R1
年度

R2年度 R3年度 計

本学大学院生 0 5 5 5 5 20

計 0 5 5 5 5 20

受入目標人数

本コースを受講する各院生の出身母体の分野専攻の責任者もしくは指導教員が
責任をもって指導を行う。加えて、共通項目の学修に関しては、本がんプロを
構成する運営委員が対応する。

患者を中心に様々な医療スタッフがそれぞれの専門分野を活かしながら、ライ
フステージに応じてがん患者およびがん患者支援者にとり最善と思われる支援
を提供する専門家となり、がん診療病院および様々な支援を行う機関において
指導的役割を担うことを期待する。このことはがん患者、支援者だけでなく、
それを受け入れる社会や地域にとり多大な利益をもたらすと考える。

平成30年4月

－ 8 －



大学名等

教育プログラム・
コース名

対象者

修業年限（期間）

養成すべき人材像

修了要件・履修方
法

履修科目等

教育内容の特色等
（新規性・独創性
等）

指導体制

ゲノム解析技術に精通し、遺伝子異常に基づく希少がん診療・ケアにあたるこ
とが出来る専門的医療者

国際医療福祉大学大学院【教育プログラム・コースの概要②】

国際医療福祉大学大学院
　医療福祉学研究科博士課程 保健医療学専攻
　薬学研究科博士課程 医療･生命薬学専攻
　医学研究科博士課程 医学専攻

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ
コース）

薬剤師、看護師、診療放射線技師、医師、臨床検査技師等（一部修士課程を含
む）

1年

本教育プログラム・コースで定める科目を履修し、試験に合格すること

<必修科目>
がんゲノム解析学(1単位)、臨床腫瘍学各論(１単位)、がんゲノム解析実習(1単
位)

<選択科目>
がん治療の先端知識の基礎(2単位)、医療プロフェッショナリズム・医療安全(2
単位)、がんのカウンセリング概論(2単位)、がん治療薬学(2単位)、がん看護学
(2単位)、がん治療放射線医科学(2単位)、医療統計(2単位)、診療情報管理学(2
単位)、がん診療の基礎知識(2単位)、臨床心理学概論(2単位)、がん理学療法学
(1単位)、がん作業療法学(1単位)、がん臨床検査学(1単位)、がんゲノム解析実
習(1単位以上)、臨床腫瘍学診療実習(2単位以上)

標準治療が限られている希少がんや標準治療に対して不応・不耐となったがん
症例に対しては、ゲノム解析をベースとした遺伝子異常に基づく治療が極めて
大きなウエイトを占める。2015年の米国大統領による一般演説において
「Precision Medicine」という用語が用いられてから、がんゲノムの異常に焦
点を絞った治療・研究が脚光を浴びており、日本国内においても全国的規模で
の多施設共同臨床研究が行われ、成果が得られつつある。東京都がん診療連携
拠点病院である国際医療福祉大学三田病院では希少がん診療を含め、数多くの
先進的がん診療を実践している。本コースでは、数多くの肉腫患者の参加同意
を得て、全ゲノム解析研究を積極的に行っている国際医療福祉大学三田病院肉
腫センターにおいて、次世代のがん診療に不可欠ながんゲノム解析学の基礎及
び実際を学ぶ。本コースは、臨床腫瘍学の基礎と実践を系統的講義、臨床実
習、各種セミナー・講演会を通して学ぶことが出来、特に、全国的にも類を見
ない集約化された豊富な症例数とゲノム解析の実績を持つ希少がん診療に重点
を置いた教育プログラムとなっており、独創性がある。

国際医療福祉大学三田病院肉腫センターには、がんゲノム解析並びに臨床試験
を含めたがん診療に精通した医師、技術者が常勤しており、また病院には、が
ん治療認定医、がん薬物療法専門医・指導医、がん化学療法認定看護師、がん
性疼痛看護認定看護師、がん専門薬剤師、がん薬物療法認定薬剤師が常勤して
いる。がんゲノム解析実習ならびに、臨床腫瘍医養成のための病院実習におい
ては、これらのエクスパートによる直接指導を行う。さらに、がんゲノム解析
学総論、ならびに臨床腫瘍学各論（希少がんを中心とした）の集中講義におい
ては、学内外に講師を要請し、各分野のエクスパートによる最新の講義を行う
計画である。また、連携大学とのネットワーク等を介した教材等の共有によ
り、効率的に教育を行うシステムを構築する予定である。
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教育プログラム・
コース修了者の
キャリアパス構想

受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度
H31/R1
年度

R2年度 R3年度 計

本学大学院生 0 2 2 2 2 8

計 0 2 2 2 2 8

受入目標人数

患者を中心に医師や看護師、薬剤師をはじめとする医療スタッフがそれぞれの
専門分野を活かしながら、患者と家族にとって最善と思われる治療を提供する
ことがチーム医療に求められている。特に、がん先端治療という極めて専門的
な知識が必要とされる領域において、その専門性を活かし、機能的にチーム医
療ができる人材を育成することは、患者にとって多大な利益となる。また、そ
れぞれの職種における専門資格（がん専門薬剤師、がん看護専門看護師、がん
薬物療法専門医、がん治療認定医、など）を取得することを目標とし、コース
終了者のキャリア並びにその後の研修にとって大きなアドバンテージを得るこ
とになる。

平成30年4月
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作
業

療
法

学
、
が

ん
臨
床
検
査
学

が
ん
ゲ
ノ
ム
解
析
実
習
、

臨
床

腫
瘍
学
診
療
実
習

ゲ
ノ
ム
・
希

少
が

ん
コ
ー
ス

（
修

業
年
限

1年
）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る

教
育
方
法
の
検
討

実
習
に
よ
る
知
識
の
統

合
、
多

職
種
連
携
能
力

の
獲
得

作
業

療
法

士
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Ⅱ.開講コース 

１．開講科目一覧 

２．シラバス 

３．履修者・修了者一覧  
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開講科目一覧

ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース

科目名 担当教員・コーディネーター
ライフ

ステージ
コース

ゲノム
コース

単位数
標準
年次

曜日・時限

1 がん治療の先端知識の基礎 大東　貴志 必修 選択 2 1年目 前期 ― 土・１限 9:00-10:30

2 医療プロフェッショナリズム・医療安全 三浦　総一郎、佐藤　真由美、他 必修 選択 2 1年目 前期 ― 土・２限 10:40-12:10

3 がんのカウンセリング概論 亀口　憲治、中里　道子 必修 選択 2 1年目 前期 ― 土・４限 14:40-16:10

4 がん多職種協働アクティブラーニング実習
三浦 総一郎、大東　貴志、樋口
肇、渕本 康史、佐藤　真由美、矢
野　和美、橋本　光康

必修 ― 1 2年目 ― 後期
8月下旬
（オンライン形式による開催）

5 がんゲノム解析学 樋口　肇 ― 必修 1 1年目
前期

（前半）
― 土・３限 13：00～14：30

6 臨床腫瘍学各論 樋口　肇 ― 必修 1 1年目
前期

（後半）
― 土・３限 13：00～14：30

7 がんゲノム解析実習（ベーシック） 樋口　肇 ― 必修 1 1年目 ― 後期
10月上旬
（オンライン形式による開催）

8
がん治療薬学
（読替え：薬学研究科「臨床腫瘍学特論」）

白石　昌彦、鈴木　裕 選択 選択 2 1年目 ― 後期 ＶＯＤ授業

9 がん看護学 佐藤　真由美、矢野　和美、他 選択 選択 2 1年目 ― 後期 土・１限 9:00-10:30

10 がん治療放射線医科学 橋本　光康 選択 選択 2 1年目 ― 後期 土・２限 10:40-12：10

11 医療統計 稲垣　誠一 選択 選択 2 1年目 ― 後期 月・７限 19:45-21:15

12 診療情報管理学
山本　康弘、坂本　千枝子、後藤
清貴

選択 選択 2 1年目 ― 後期 水・６限 18:00-19:30

13
がん診療の基礎知識
（読替え：診療情報ｱﾅﾘｽﾄ養成分野「がん登録概論」）

坂本　千枝子、他 選択 選択 2 1年目 前期 ― ＶＯＤ授業

14
臨床心理学概論
（共通科目）

亀口　憲治 選択 選択 2 1年目 ― 後期 火・６限　18:00-19:30

15 がん理学療法学 原　毅 選択 選択 1 1年目 ― 後期 ＶＯＤ授業

16 がん作業療法学 谷口　敬道 選択 選択 1 1年目 ― 後期 ＶＯＤ授業

17 がん臨床検査学 長沢　光章 選択 選択 1 1年目 ― 後期 ＶＯＤ授業

※令和３年度は感染症の影響で
全てVOD授業またはオンライン
形式による授業（ZOOM利用）
にて実施。

期
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大学院

2021

学年

単位数 30時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

科目名 がん治療の先端知識の基礎 授業開始年度

時間数

科目担当責任者 大東　貴志 科目担当者

学科 ライフステージコース／ゲノムコース
修士課程1年
博士課程1年

期 前期

曜日時限 集中講義 必修／選択
ライフステージ必修／ゲノ
ム選択

2

授業計画

内容

上部消化管治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

池田　佳史

 放射線治療最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

戸矢　和仁　

乳がん治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

山下　浩二

 体腔鏡・ロボット手術の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

中島　淳

片岡　幹統　
内視鏡診断・治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

泌尿器科がん治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

大東　貴志

棚田　修二　

授業の形態
講義　土曜日１限（2021年度はVOD授業）
この科目の単位の修得にはeラーニングシステムでの学修が必要です。
教室での授業に出席した場合にも、必ずeラーニングシステムにて確認問題に回答してください。

授業の概要
（主題）

現在のがん治療における先端治療について学び、多職種連携のためには何が重要かを学習する

授業の到達目標

1.　がん診断のための最先端の画像・内視鏡・病理学的検査について理解できる。

2.  がん治療の先端放射線治療について理解できる。

3.　がん治療のための先端治療薬の開発や効果・副作用について理解できる。

4.  各領域のがんの先端外科治療および薬物治療について理解できる。

縄野　繁　
CT・MRＩ
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

婦人科がん治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

片瀬　功芳

 肺がん治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

最新がん化学療法レジメン
※第10回の学習を事前に完了しておくこと

佐藤　慶三

先端がん薬物治療学
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

浅野　哲

林　和

肝臓がん治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

首村　智久

下部消化管治療の最前線
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

ＰＥＴ、核医学
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

似鳥　修弘　

デジタル画像を用いた遠隔病理診断
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

森　一郎

成績評価の方法 確認問題への回答

評価の基準 確認問題への回答100％

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

がんの知識を知ることにより多職種連携への問題点を能動的に考える。

オフィスアワー メールにて随時受け付ける

その他

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書 なし

参考書 必要に応じて紹介
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大学院

2021

学年

単位数 30時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14～15回

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

科目名 医療プロフェッショナリズム・医療安全 授業開始年度

時間数

科目担当責任者 三浦　総一郎 科目担当者 佐藤　真由美

学科 ライフステージコース／ゲノムコース
修士課程1年
博士課程1年

期 前期

曜日時限 集中講義 必修／選択
ライフステージ必修／
 ゲノム選択

2

授業の形態
講義　土曜日２限（2021年度はVOD授業）
この科目の単位の修得にはeラーニングシステムでの学修が必要です。
教室での授業に出席した場合にも、必ずeラーニングシステムにて確認問題に回答してください。

授業の概要
（主題）

本科目は、がん医療におけるプロフェッショナルとして必要な理論と方法を学修する。

授業の到達目標

1.　がん医療におけるプロフェッショナルについて理解できる。（講義1・2・3・4・5・8・15）

2.  がん患者の支援システムについて理解できる。（講義7・12）

3.　がん患者の心理とケアについて理解できる。（講義6・13）

4.  がん患者を中心にしたチーム医療について理解できる。（講義9・10・11・14）

授業計画

内容

がんプロコースオリエンテーション　医療プロフェッショナリズム①
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

三浦　総一郎

治療におけるリスクマネジメント及びディスカッション
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

三浦　総一郎　

インフォームド・コンセント
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

池田　俊也

医療倫理
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

赤居　正美

医療プロフェッショナリズム②
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

三浦　総一郎

がん患者における生と死（ターミナルケア）
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

林　和

生命倫理
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

金澤　一郎 　

我が国のがん政策（対策）－現況と展望－
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

埴岡　健一

終末期における社会から期待される医療プロフェッショナルの在り方
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

戸松　義晴

がん医療における多職種連携とは
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

藤咲　麻美　

がんと医療制度・医療経済
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

石川ベンジャミン光一

グリーフケア
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

白井　明美

7/25（2・3限)：「がん多職種協働アクティブラーニング実習」に向けた演習・グループワーク①②
※教室での授業に参加すること。

佐藤　真由美

がん患者のアセスメントとICFモデル
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

坂本　千枝子

その他

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書 なし

参考書 適時紹介　

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

事前・事後、関連する先行研究を当たる等、学習を主体的に進めることとする。

成績評価の方法 確認問題への回答

オフィスアワー 授業前後もしくはメールで受け付ける。

評価の基準 確認問題への回答100％
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大学院

2021

学年

単位数 30時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

カウンセリングに関する基礎的な文献を入手し、読み込んでおくことが望まれる。

オフィスアワー
メールにて随時受け付ける
kkenji@iuhw.ac.jp

その他

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書 授業中に適宜紹介する

参考書 授業中に適宜紹介する

成績評価の方法 確認問題（各回）

評価の基準 確認問題100％

ライフステージに応じたカウンセリング：AYA世代がん患者
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

山谷　佳子

家族療法的カウンセリングの基礎知識
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

梶原　佳子

矢口　大雄

多職種チーム編成とマネジメントの課題と解決策
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

山川　誠司

がん告知期、治療期、終結期のカウンセリング
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

金崎　千恵・小畠　秀吾

患者会を通した多職種連携
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

山谷　佳子

がん患者家族のカウンセリング、親のがんを子供に伝える
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

田中　あず見・鹿島　晴雄

ターミナルケアとカウンセリング
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

山谷　佳子

がん告知からの家族周辺との関わりと心理支援
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

授業計画

内容

緩和ケアについて
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

林　和・亀口  憲治

精神腫瘍学（サイコオンコロジー）について
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

中里　道子

臨床心理学とは／チームカウンセリングの基礎知識
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

地域社会における多職種協働の基礎知識
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

中村　友一

医療従事者のメンタルヘルス
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

林　容子・小畠　秀吾

ライフステージに応じたカウンセリング：小児がん、がんの子を持つ親のサポート
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

久野　美智子

久野　美智子

ライフステージに応じたカウンセリング：高齢がん患者（緩和ケア）
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

加藤　元美・小野寺　敦志

時間数

授業の形態
講義　土曜日４限（2021年度はVOD授業）
この科目の単位の修得にはeラーニングシステムでの学修が必要です。
教室での授業に出席した場合にも、必ずeラーニングシステムにて確認問題に回答してください。

授業の概要
（主題）

多職種のがんプロフェッショナルが、ライフステージに応じた協働を推進するうえで有効な、カウンセリングの基礎
知識を学ぶ。

曜日時限 集中講義 必修／選択
ライフステージ必修／
ゲノム選択

2

授業の到達目標

小児期、AYA世代期、働き盛り世代成人期、高齢期など、ライフステージ応じたカウンセリングを理解する。

患者、医療従事者、家族それぞれが抱える悩みに適切に対応するためのカウンセリングについて基礎知識を得る。

告知期、治療期、終末期などの段階ごとに、患者、家族、医療従事者への包括的カウンセリングについて理解を深める。

多職種チームの特性やマネジメント上の課題について、基礎知識を得る。

学科 ライフステージコース／ゲノムコース
修士課程1年
博士課程1年

期 前期

科目名

科目担当責任者 亀口　憲治 科目担当者 中里　道子

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

授業開始年度がんのカウンセリング概論
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大学院

2021

学年

必修／選択 必修 単位数 45時間

回数 担当

第1回 　

第2回 　

第3回　

第4回　

第5回　

第6回 　

第7回 一般市民公開講座参加と省察（オンラインWEB公開）　　

第8回 シンポジウム参加と省察（オンラインWEB公開）

第9回

その他

履修条件 本科目はコース登録した2年目に、それ以外のコース科目は原則として1年目に修得する。

教科書 がん多職種協働アクティブラーニング実習要項（履修者に配布する）

参考書
Cancer Nursing: Principles and Practice (Cancer Nursing (Jones & Bartlett))　Jones ＆Bartlett pub、
Advanced Practice Nursing: An Integrative Approach, 4e Saunders

評価の基準 レポート内容およびディスカッション時の発表

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

積極的に実習、ディスカッションに参加する

オフィスアワー 実習の前後などで適宜受ける。

成績評価の方法 レポート、ディスカッション

１実習

授業計画

内容

ワークショップ参加と省察（オンラインWEB公開）

8月25日（水） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

8月27日（金） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

8月24日（火） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

8月26日（木） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

2年目 期 後期

授業の到達目標

1）　がん先端医療を受ける患者・家族のニーズを身体・精神・社会的側面から理解できる。

5）　とくにターミナルケアに加え、患者就労両立支援など、臨床心理的側面に配慮して対応できる。

2）　がん先端医療にかかわる各部門の役割を理解できる。

3）　各職種の立場から評価を行い、チーム全体でサービス計画を立案できる。

4）　がん先端医療を受ける患者・家族に対するチーム医療・チームケアのリーダーシップを学ぶ。

時間数

授業の形態 実習（８月下旬集中実習）

授業の概要
（主題）

専門的な知識が必要とされるがん先端医療において、種々のライフステージに対応した多様なニーズに対応すべく、
がん患者や家族等支援者を支援する多職種の大学院生が、同一の臨床現場でチーム医療・チームケアを積極的に学
ぶ。具体的には「ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース」履修者（看護師、臨床
心理師、薬剤師、放射線技師、理学療法士、作業療法士、診療情報士など）がチームを形成し、実習施設の指導者な
どの協力のもと、患者・家族についてのアセスメントおよび心理ケアを含むサービス計画を立案する。尚、事例を用いて
のアクティブラーニングを積極的に採用する。

曜日時限

8月23日（月） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

8月28日（土） 13：30-17：30　オンライン形式実習（ZOOM）

科目名

科目担当責任者 三浦　総一郎 科目担当者 大東　貴志、樋口　肇、渕本　康史、佐藤　真由美、矢野　和美、橋本　光康

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

授業開始年度がん多職種協働アクティブラーニング実習

学科
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル
多職種協働人材育成コース

－ 20 －



大学院

2021

学年

必修／選択 必修 単位数 15時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

科目名 がんゲノム解析学 授業開始年度

授業計画

時間数

科目担当責任者 樋口　肇 科目担当者

学科
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース

博士課程1年
修士課程1年

期 前期（前半）

曜日時限 １

授業の形態
講義、土曜日3限（2021年度はVOD授業）
この科目の単位の修得にはeラーニングシステムでの学修が必要です。
教室での授業に出席した場合にも、必ずeラーニングシステムにて確認問題に回答してください。

授業の概要
（主題）

がんにおける遺伝子異常について学び、網羅的遺伝子解析の意義、重要性、問題点について理解する。
ゲノム解析に基づいたがん診療に関する現状と将来展望を学ぶ。

授業の到達目標

・発癌、細胞増殖、細胞周期、細胞死、転移、浸潤、血管新生における遺伝子調整異常について理解する（第1回）

・遺伝性腫瘍について正しく理解し、主な遺伝性腫瘍症候群や、遺伝カウンセリングについて学ぶ（第3回・第4回）

・有害事象について学ぶ（第6回）

・網羅的遺伝子解析法について正しく理解し、Precision medicineの意義について学ぶ（第7回）

・病理学的分子診断および遺伝子診断、および治療への応用について学ぶ（第8回）

・殺細胞性抗がん剤、分子標的薬、免疫チェックポイント阻害薬による薬物療法の現状（第2回）

・臨床試験の種類（第1相、第2相、第3相）と意義について理解し、遺伝子異常に基づく試験デザインについて学ぶ（第5回）

内容

腫瘍生物学
※eラーニング授業（教室での授業は実施しない）

樋口　肇

遺伝性腫瘍に対するカウンセリング
※eラーニング授業（教室での授業は実施しない）

四元　淳子

がん薬物療法総論
※eラーニング授業（教室での授業は実施しない）

中世古　知昭

がんの分子病理学
※eラーニング授業（教室での授業は実施しない）

福澤　龍二

臨床試験
※eラーニング授業（教室での授業は実施しない）

石黒　洋

有害事象と支持療法
※eラーニング授業（教室での授業は実施しない）

石黒　洋

遺伝性腫瘍
※eラーニング授業（教室での授業は実施しない）

高橋　克仁

がん遺伝子の解析学
※eラーニング授業（教室での授業は実施しない）

高橋　克仁

その他

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

がんを遺伝子の疾患としてとらえることが重要。事前・事後の学習及び関連する先行研究をあたるなど、主体的に学
習することが
望ましい。

履修条件 ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書
新臨床腫瘍学　改訂第４版　（南江堂）、
デヴィータ　がんの分子生物学　第２版　（メディカルサイエンスインターナショナル）

集中講義

参考書
ワインバーグ　がんの生物学　原書第２版　（南江堂）、がん診療レジデントマニュアル　第７版　（医学書院）
トンプソン&トンプソン遺伝医学（メディカルサイエンスインターナショナル）

オフィスアワー 授業の前後、またはメールにて随時受け付ける

成績評価の方法 毎週の確認問題

評価の基準 毎週の確認問題１００％
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大学院

2021

学年

必修／選択 必修 単位数 15時間

回数 担当

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

骨軟部肉腫
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

高橋　克仁

甲状腺腫瘍
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

池田　佳史

胚細胞腫瘍および副腎癌
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

大東　貴志

科目名

科目担当責任者 樋口　肇 科目担当者

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス

授業開始年度臨床腫瘍学各論

学科
ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した
医療者育成コース

博士課程1年
修士課程1年

期 前期（後半）

授業の到達目標

①骨軟部肉腫、甲状腺腫瘍、頭頸部腫瘍、神経内分泌腫瘍、原発不明がん、杯細胞腫瘍、副腎癌、骨髄腫、白血病、
悪性リンパ腫における、疫学的事項、特徴的病態生理、特異的遺伝子異常、診断法、治療法、予後、について専門的
知識を学び、理解する。

②希少がんに対する診療の現状と問題点を学び、各疾患における特徴を理解する。

③希少がん診療（診断、治療法開発）のための研究努力と将来展望について学ぶ。

時間数

授業の形態
講義、土曜日3限（2021年度はVOD授業）
この科目の単位の修得にはeラーニングシステムでの学修が必要です。
教室での授業に出席した場合にも、必ずeラーニングシステムにて確認問題に回答してください。

授業の概要
（主題）

希少がんにおける特徴的病態生理や遺伝子異常の特徴を理解し、各疾患の疫学、診断、治療、予後を理解する。

曜日時限 １集中講義

授業計画

内容

悪性リンパ腫
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

小林　幸夫

骨髄腫、白血病
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

中世古　知昭

脳腫瘍
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

河島 雅到

神経内分泌腫瘍
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

樋口　肇

原発不明がん
※eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

樋口　肇

成績評価の方法 毎週の確認問題

評価の基準 毎週の確認問題100%

準備学修
学修へのｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

希少がんの各論を学ぶ中で、各疾患ががんとして共通特徴と各疾患に特徴的な事項をそれぞれ理解することが重要。
事前・事後の学習および関連する先行研究をあたるなど、主体的に学習することが望ましい。

オフィスアワー 授業の前後、またはメールにて随時受け付ける

その他 希少がん以外のがん種に対する各論として「がん治療の先端知識の基礎」を選択履修することが望ましい。

履修条件 ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書
新臨床腫瘍学　改訂第4版（南江堂）、
デヴィータ　がんの分子生物学　第2版（メディカルサイエンスインターナショナル）

参考書
ワインバーグ　がんの生物学　原書第２版　（南江堂）、がん診療レジデントマニュアル　第７版　（医学書院）
トンプソン&トンプソン遺伝医学（メディカルサイエンスインターナショナル）
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大学院

科目名 2021

科目担当責任者 科目担当者

学科 学年 期 後期

曜日時限 必修／選択 必修 単位数 1 時間数 45時間

授業の形態

授業の概要
（主題）

回数 担当

第1回 樋口

第2回 樋口、小林

第3回 樋口

第4回 樋口、辻

第5回 樋口、小林

第6回   樋口、辻

第7回

第8回

第9回

成績評価の方法

評価の基準

準備学修
学修へのアドバイス

履修条件

教科書

参考書

オフィスアワー

その他

実習の前後、またはメールにて随時受け付ける

ゲノム解析医療・希少がん診療に
精通した医療者育成コース

博士課程1年
修士課程1年

5）　がんゲノム解析の実際を体験し、その方法論を理解する

4）　遺伝性腫瘍に対する遺伝カウンセリングの実際を研修し、カウンセリングの必要事項を理解する

10月8日（金） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

10月7日（木） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

短期集中

レポート、ディスカッション

ワークショップ参加と省察（オンラインWEB公開）

一般市民公開講座参加と省察（オンラインWEB公開）

10月9日（土） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

ワインバーグ　がんの生物学　原書第2版（南江堂）、がん診療レジデントマニュアル　第7版（医学書院）
トンプソン&トンプソン遺伝医学（メディカルサイエンスインターナショナル）

新臨床腫瘍学　改訂第4版（南江堂）、デヴィータ　がんの分子生物学　第2版
（メディカルサイエンスインターナショナル）

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース履修者

積極的に実習、ディスカッションに参加する

レポート内容およびディスカッション時の発表

キャンパス国際医療福祉大学 授業計画（シラバス）

がんゲノム解析実習（ベーシック）

小林幸夫、辻省次

授業開始年度

樋口　肇

授業の到達目標

実習

授業計画

国際医療福祉大学三田病院血液腫瘍センター、国際医療福祉大学成田病院腫瘍内科、国際医療福祉大学ゲノム医学
研究所において、がんゲノム医療に関する外来診療の見学、入院診療の見学、遺伝子解析プロセスの体験実習を行
う。実習は原則週に2日間（水曜、木曜）の終日をもちいて行い、既定の時間数を満たすものとする。

6）　がんゲノム解析に基づくPrecision Medicineの意義について理解する

3）　網羅的ゲノム解析によりアクシデンタルに遺伝性腫瘍の原因遺伝子が発見されることのリスクを理解する

2）　セカンドオピニオン外来を実施する際に気をつけるべき点を理解する

1）　がんゲノム解析を含めたセカンドオピニオン診療の流れを理解する

10月6日（水） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

10月5日（火） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）

多職種協働シンポジウム参加と省察（オンラインWEB公開）

内容

10月4日（月） 9：00-17：00　オンライン形式実習（ZOOM）
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科目担当者

学年

集中講義 必修／選択 単位数 30

回数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

その他

参考書

がん化学療法ワークシート（大石了三、じほう2008）、
がん治療と化学療法（有森和彦、じほう2008）、

実践・癌化学療法別副作用対策（古江尚、メディカルレビュー2000）、
がん必須ポイント（山口晃弘、じほう2007）

オフィスアワー

大学院教務委員の山田、清水が窓口となり対応

水曜日・６限・Ｎ６０８（山田）、Ｎ６２０（清水）　（他の曜日・時限でも、在室時であれば対応する。メールで
の問合せも可）

履修条件
薬学研究科　 医療・生命薬学専攻

がんプロ

教科書 講義テーマに沿った最新論文を中心に講義資料として配布する。

評価の基準
確認問題（100％）

準備学修

学修へのアドバイス

成績評価の方法 確認問題（各回）

がん薬物用法における薬剤師の役割（旭　満里子）

がん医療における遺伝子解析の果たす役割や治療開発における重要性 (白石　昌彦)

分子標的薬の開発：がんの分子生物学的アプローチ（白石　昌彦）

がん専門薬剤師・がん指導薬剤師制度（旭　満里子）

総括（旭　満里子）

胆道癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（首村 智久）

膵癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（首村 智久）

がん医療におけるインフォームドコンセント（旭　満里子）

食道癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（鈴木　裕）

胃癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（大平　寛典）

大腸癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（似鳥 修弘）

クリティカルパスのがん医療における利用状況（旭　満里子）

肺癌・中皮腫の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（佐藤　哲夫）

肝癌の臨床と集学的治療および治療ガイドライン（野呂　拓史）

授業計画

内容 担当

抗悪性腫瘍薬の適正使用、レジメン管理および服薬指導（旭　満里子）

授業の概要 基礎腫瘍学、臨床腫瘍学およびクリティカルパス、インフォームドコンセントなどがん医療を取り巻く状況
の各論を学ぶ。クリティカルパス、インフォームドコンセントなどを補完し、さらに薬物療法が重要な各臨床
腫瘍学をピックアップし、現在の最新の知見である、がんにおける分子生物学を配置し、刻々と日進月歩
するがんのScienceを学ぶ。

（主題）

授業の到達目標

１．主要な各種がんについて臨床と治療を理解する

２．治療ガイドラインや治療レジメンを学ぶ

３．がん治療における最新の治療法を学ぶ

授業の形態

講義

この科目の授業は、一部がVOD授業です。

VOD授業は必ずeラーニングシステムで学習してください。

後期

白石　昌彦 鈴木　裕、山田　治美

曜日時限 選択 2 時間数

科目担当責任者

学科 薬学研究科　医療･生命薬学専攻 １・２・３・４年次 期

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん治療薬学 授業開始年度 2021
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佐藤真由美 科目担当者

集中講義 必修／選択 単位数 30時間

回数

第1回  

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回  

その他 実務経験を持った教員が担当する

教科書 なし

参考書 適時紹介する。

オフィスアワー 授業前後もしくはメールで受け付ける。

がんサバイバーシップ支援 矢野和美

がん看護と倫理 花田妙子

成績評価の方法 確認問題（各回）

評価の基準 確認問題100％

準備学修

学修へのアドバイス
事前・事後、関連する先行研究をあたる等、学修を主体的にすすめることとする。

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

終末期にあるがん患者の理解とケア 矢野和美

終末期にあるがん患者・家族の理解、グリーフケア 矢野和美

がんの予防と早期発見 佐藤真由美

がん患者の社会復帰に向けての支援：就労(仕事と治療の両立)支援 矢野和美

がん放射線療法における看護師の役割 佐藤真由美

子育て中のがん患者の子どもに対する支援 佐藤真由美

がん患者とのコミュニケ－ション 熊田奈津紀

在宅地域におけるがん患者支援：治療の場の変化、外来における患者支援、マギーズ東京など病院
以外での患者支援

矢野和美

がん薬物療法における看護師の役割 佐藤真由美

緩和ケア：がん患者がもつ痛み（身体的・精神的・社会的・霊的)とケア 矢野和美

がんに特徴的な症状マネージメント①　身体症状とケア 佐藤真由美

がんに特徴的な症状マネージメント②　精神症状とケア 佐藤真由美

授業計画

内容 担当

がん看護概論（がん動向、看護の役割など） 佐藤真由美

授業の概要

（主題）
最先端治療を受けるがん患者の看護を行う上で基礎となる理論と方法論について学修する。

授業の到達目標

１．がん看護の特徴的なケアについて理解できる。（講義１．５．）

２．がん患者の痛みに対する看護について理解できる。（講義２．３．４．）

３．がん患者の特有な症状および治療に伴う看護について理解できる。（講義6．7）

４．がん患者の経過や場に特徴的な看護について理解できる。（講義８．～15）

曜日時限 選択 2 時間数

授業の形態
講義、土曜日1限
この科目の単位の修得にはeラーニングシステムでの学修が必要です。
教室での授業に出席した場合にも、必ずeラーニングシステムにて確認問題に回答してください。

科目担当責任者 花田妙子、熊田奈津紀、矢野和美

学科 ライフステージコース／ゲノムコース 学年
修士課程1年

博士課程1年
期 後期

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん看護学 授業開始年度 2021
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橋本　光康 科目担当者

集中講義 必修／選択 単位数 30時間

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん治療放射線医科学 授業開始年度 2021

曜日時限 選択 2 時間数

授業の形態
講義　土曜２限（2021年度はVOD授業）

この科目の単位の修得にはe-ラーニングシステムでの学修が必要です。教室での授業に出席した場合でも、必ずeラーニ
ングシステムにて確認問題に回答してください。

科目担当責任者

学科 ライフステージコース／ゲノムコース 学年
修士課程1年

博士課程1年
期 後期

授業計画

内容 担当

放射線腫瘍学序論/放射線治療の基礎 橋本光康

授業の概要

（主題）

現在のがん治療における先端放射線治療全般について深く学び、自他職種の役割や多職種連携のためには何が重

要かを学習する

授業の到達目標
がん治療の放射線治療全般について理解できる。

放射線治療の多職種連携を考え,自他職種の役割を理解することができる。

標準放射線治療の実際Ⅱ 橋本光康

標準放射線治療の実際Ⅲ 橋本光康

放射線物理学・放射線生物学概論 橋本光康

放射線治療機器工学・放射線治療技術学概論 橋本光康

放射線治療計画に関る基礎知識 橋本光康

標準放射線治療の実際Ⅰ 橋本光康

先端放射線治療Ⅱ 橋本光康

先端放射線治療Ⅲ 橋本光康

放射線治療の看護ケアⅠ 菊野直子、橋本光康

放射線治療の看護ケアⅡ 菊野直子、橋本光康

標準放射線治療の実際Ⅳ 橋本光康

標準放射線治療の実際Ⅴ 橋本光康

先端放射線治療Ⅰ 橋本光康

準備学修

学修へのアドバイス

総括 橋本光康

成績評価の方法 ■レポート　□定期試験　□実技試験　□実習評価　□小テスト □その他

評価の基準 レポート100%

医師・医学物理士・診療放射線技師・看護師等の視点からの知識を得ることにより多職種連携への問題点を能動的に考
える。事前学習は必須、講義時に次回事前学習内容を指示する。

その他

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

教科書 特に指定しない

参考書 必要に応じて紹介する

オフィスアワー 毎週火曜日16:20～17:50　またはメール（hasimoto@iuhw.ac.jp）にて随時受け付ける
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稲垣　誠一 科目担当者

学年 期

月曜7限 必修／選択 単位数 2 時間数 30

回数

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

科目担当責任者

学科 共通 １．２年 後期

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス）

科目名 医療統計 授業開始年度 2021

キャンパス 大学院

２．区間推定を行うことができ、その考え方を説明できる。

３．仮説検定を行うことができ、その考え方を説明できる。

４．基本的な統計解析手法を使い分け、SPSSを利用したデータの分析ができる。

授業の形態

講義　（2021年度はVOD授業）
この科目の単位の修得にはeラーニングシステムでの学修が必要です。
教室での授業に出席した場合にも、必ずeラーニングシステムにて確認問題に回答してください。
なお、学期末にはレポートを課しますので提出してください。

曜日時限 選択

イントロダクション、第1章：SPSSの基本的使い方

２つの母平均の差の検定

内容 担当

授業計画

授業の概要 医療・看護・公衆衛生分野の量的研究の基礎方法論である生物統計学について、SPSSの具体的な処理手順や
結果の読み方を中心に学習する。ただし、SPSSのブラックボックス的な利用方法だけでなく、結果の読み方など
を通じて、その基本的な考え方についても解説する。（主題）

授業の到達目標

１．収集したデータを、適切な表やグラフでまとめることができる。

マン・ホイットニーのU検定

独立したサンプルの t 検定

対応のあるサンプルの t 検定

一元配置分散分析

多重比較

一元配置分散分析（反復測定）

グループ間比較の方法（まとめ）

二元配置分散分析

回帰分析

クロス集計表の分析

【準備学習】

主成分分析

様々な多変量解析

授業全体のまとめ

成績評価の方法 □定期試験 □小テスト □レポート □授業参加姿勢 □実技試験 □実習評価 □その他（  確認問題（各回）   ）
評価の基準 確認問題100％

参考書
対馬栄輝（2016）『SPSSで学ぶ医療系データ解析』東京図書．

その他、必要に応じて指示します。

準備学修
学修へのアドバイス

授業は、原則として教科書の章立てに沿って、パワーポイントや板書で重要ポイントを指摘しながら
進めていきます。

毎回、予習・復習を欠かさず、授業に臨んでください。

【課題等に関するフィードバック】

授業の終わりには、その日の授業の理解度を確認するために小テストを実施します。

【その他のアドバイス】

自分自身の課題などについて、授業で学んだ統計解析手法を応用してみてください。

履修条件 統計学について基礎的な知識を有していること

教科書 石村貞夫・石村光資郎（2018）『SPSSによる統計処理の手順第８版』東京図書.

オフィスアワー 木曜５限（成田キャンパス稲垣研究室A325）

その他
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山本　康弘 科目担当者

学年

集中講義 必修／選択 単位数 30時間

回数

第1回

第11回

第12回

第13回

第14回

博士課程1年 期 後期

曜日時限

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 診療情報管理学 授業開始年度 2021
科目担当責任者 水元　一博、藪下千恵美、後藤　清貴

選択 2 時間数

学科 診療情報管理・分析学分野

授業の形態

講義　（2021年度はVOD授業）

この科目の単位の修得にはeラーニングシステムでの学修が必要です。

教室での授業に出席した場合にも、必ずeラーニングシステムにて確認問題に回答してください。

授業の概要

（主題）

本科目は、医療機関における診療情報管理部門の組織的位置付けを理解したうえで、診療記録の管理や
活用、がん登録に関する仕組みなど多職種間連携に重要となる診療情報管理業務について学習する。

授業の到達目標

1.　診療情報管理業務の概要について理解できる。（講義1・2）
2.  診療記録が多職種間連携に有用であることを理解できる。（講義3・4）
3.  診療情報管理におけるコーディングについて理解できる。（講義5・6）
4.  病院組織における診療情報管理のあり方について理解できる。（講義7・8・9・10）
5.  がん登録の仕組みと実務について理解できる。（講義11・12・13・14）

授業計画

内容 担当

医療環境の変化と診療情報管理者の役割 山本康弘

第2回 山本康弘
チーム医療における診療情報管理
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

第4回

第5回

第6回

後藤清隆

後藤清隆

後藤清隆

第3回 後藤清隆
チーム医療における診療記録の記載方法のあり方
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

多職種で行う診療記録の監査
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

診療情報管理と個人情報保護のあり方
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

診療情報管理と医療安全管理のあり方
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

診療録管理体制加算に求められる診療情報管理のあり⽅①
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

山本康弘

診療録管理体制加算に求められる診療情報管理のあり⽅②
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

山本康弘

診療情報と地域医療構想
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

藪下千恵美

第7回 ⽔元⼀博病院管理者の立場からみた診療情報管理業務①病院機能評価と特定共同指導への対応
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

病院管理者の立場からみた診療情報管理業務②DPCと病院管理
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

診療部門・看護部門と診療情報
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

管理部門と診療情報
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

第8回 ⽔元⼀博

第9回 山本康弘

第10回 山本康弘

がん対策とがん登録
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

藪下千恵美

履修条件

評価の基準 確認問題の解答100％

山本康弘第15回 まとめ
＊eラーニング受講（教室での授業は実施しない）

成績評価の方法 講義ごとに出題される確認問題の解答にて評価します。

準備学修
学修へのアドバイス

病院現場における診療情報管理業務の概要を理解することが重要です。

その他

教科書 特に指定しない。

参考書 必要に応じて指示する。

オフィスアワー
第1〜2・7〜12・15回は⼭本康弘 yamamoto@iuhw.ac.jp、第13〜14回は藪下千恵美
cyabushita@iuhw.ac.jp、第3〜6回は後藤清貴 k-goto@iuhw.ac.j宛てのメールにて随時受け付ける。
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藪下　千恵美 科目担当者

学年

集中講義 必修／選択 単位数 30

・演習・討議は、東京赤坂キャンパスでの対面授業になります。

対面授業に出席 しない場合は、単位認定できません。必ず出席するようにしてください。

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

第10回

第11回

第12回

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん診療の基礎知識（がん登録概論） 授業開始年度 2021

科目担当責任者

学科 診療情報アナリスト養成分野 修士1年 期 前期

曜日時限 必修または選択 2 時間数

授業の形態

講義（VOD）と演習・討議

・ 講義（VOD）は教室では実施しません。予め収録した授業映像によるVOD授業になります。学修期間内に

必ずeラーニングシステムで学修し、確認問題に回答してください。

授業の概要（主題） がん診療に必要な臨床の基礎知識を学び、日本のがん対策の一つであるがん登録を通して診療情報の活用を学ぶ。

授業の到達目標

1．がん対策基本法に基づいた我が国のがん対策について説明できる。

2．院内がん登録の5部位（胃・大腸・肝・肺・乳房）の解剖と生理、症状や検査、治療について学ぶ。

3．がん対策としてのがん登録の目的と仕組みが理解できる。

4．診療情報としてのがんデータの活用方法を提案できる。

授業計画

内容 担当

第1～12回
eラーニングシステムによる学修になります。教室での授業はありません。

我が国のがん疾患の現状 藪下　千恵美

我が国のがん対策の動向 山本　真希

がんの基礎知識 冨田　裕彦

肝がん 海老沼　浩利

がんの地域連携クリティカルパス 武藤　正樹

胃がん  片岡   幹統

大腸がん  似鳥   修弘

乳がん 山下　浩二

肺がん 林　和

がん患者の尊厳と支援 山本　真希

準備学修

がん対策としてのがん登録 山本　真希

院内がん登録情報の活用 岩本　桃子

第13～
15回

集中講義

山本　真希

成績評価の方法 eラーニングシステム上の確認問題

評価の基準 eラーニングシステム上の確認問題100%

その他 がんプロ第Ⅲ期の選択科目「がん診療の基礎知識」の読み替え元の科目です。

Zoomでの対面授業になります。必ず出席するようにしてください。

（eラーニングシステムでの学修および他キャンパスでの遠隔学修はできません。）

教科書 特に指定しない。講義資料はその都度配布する。

参考書 国際疾病分類　腫瘍学（第3版 3.1版）厚生統計協会、TNM悪性腫瘍の分類（第8版：日本語版）金原出版

オフィスアワー 質問はメール（chieko@iuhw.ac.jp)等と教室授業の前後に随時受け付ける。

学修へのアドバイス
国立がん研究センターのHPにある情報を参照

履修条件
がん登録コース：必修

その他のコース：選択
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科目担当者

学年 1年・2年

火曜6限 必修／選択 単位数 2 30時間

回数

9月14日

9月21日

9月28日

10月5日

10月12日

10月19日

10月26日

11月2日

11月9日

11月16日

11月30日

12月7日

12月14日

12月21日

12月28日

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） 大学院

科目名 臨床心理学概論 授業開始年度 2021

キャンパス

科目担当責任者

学科 共通 期 後期

小畠　秀吾
亀口　憲治、小野寺　敦志、白井　明美、村上　正人、小堀　修、橋
本　和典

曜日時限 選択 時間数

授業の形態 講義

授業の概要
(主題）

臨床心理学の内容について，実践例を含めた講義を通して，多面的に学ぶことで，臨床心理学の活動分野
と活動内容のイメージを具体的に持つ。各臨床領域での臨床心理の活動の実際を知ることで，医療福祉専
門職の受講生が，臨床心理士との他職種連携を行っていく際の，臨床心理学の専門職の理解の一助とす
る。合わせて，臨床心理学的知見を，自身の専門分野に生かしていくヒントを得る機会とする。

授業の到達目標

１．臨床床心理学の活動分野と活動内容のイメージを具体的に持つことができる。

２．各臨床領域での臨床心理の活動の実際を知る。

３．臨床心理学的知見を，自身の専門分野に生かしていくヒントを得ることができる。

授業計画

内容 担当

オリエンテーション/臨床心理学の目的と役割 亀口　憲治

個人、家族、そして集団をつなぐ臨床心理学 亀口　憲治

落ち込みの持続に関する理解と対処 亀山　晶子

精神医学的人間観 小畠　秀吾

トラウマ・悲嘆を理解する 白井　明美

認知症の本人理解・介護家族の理解と支援 小野寺　敦志

非行・犯罪の心理　どのように理解するか 小畠　秀吾

非行・犯罪の心理　どのように再犯を予防するか 小畠　秀吾

学校コンサルテーションの理論 中村　美穂

学校コンサルテーションの実践 中村　美穂

参考書 特に指定しない

成績評価の方法
□定期試験 　□小テスト　□レポート　□授業参加姿勢　　□実技試験 　□実習評価
□その他（　確認問題（各回）　　）

心身のストレスを低減する理論と技法 村上　正人

臨床心理面接の基本的態度① 佐藤　篤司

臨床心理面接の基本的態度② 佐藤　篤司

ステイホームでリラクセーション 山川　誠司

これからの臨床心理学 亀口　憲治

履修条件

教科書 特になし

評価の基準 確認問題100％

準備学修

学修へのアドバイス

講義参加前に可能な限り、講義資料に目を通すこと。
日常的に自身の研究領域に関する資料、文献に目を通し、問題意識をもって
主体的に受講することを期待する。

オフィスアワー

その他

随時受け付ける
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キャンパス

科目担当者

集中講義 必修／選択 単位数 1 15

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス）

科目名 がん理学療法学 2021授業開始年度

大学院

1・2年次 期 後期

原　毅科目担当責任者

学科

【分野】

がんプロ、理学療法学分野、
医療福祉教育・管理分野

学年

曜日時限 選択 時間数

授業の形態

講義

VOD授業は必ずeラーニングシステムで学習してください。

この科目の授業は、VOD授業です。

がん医療において理学療法は、手術後急性期の呼吸管理や早期離床による合併症予防、がん治療により出
現する機能障害の改善など重要な役割を担っています。しかしながら理学療法の介入内容は、がんの病期や
罹患部位により異なり、理学療法の治療目標もがん患者の全身状態や予後に大きく左右されます。がん患者
へ理学療法を提供鵜する際には、適切に理学療法の適応か否かを判断することが、がん患者のQuality of
Life向上に重要と考えます。本科目では、がん医療における理学療法位置づけと各病期や各がん治療、治癒
後に出現する機能障害に対する理学療法について講義します。

授業の到達目標

1.がん医療における理学療法の位置づけが説明できる。

2.各病期および各がん治療における理学療法の治療目標が説明できる。

3.がん罹患部位により出現する機能障害と理学療法の介入内容について説明できる。

授業の概要
（主題）

授業計画

内容 担当

総論：がんリハビリテーションにおける理学療法の位置づけ 草野修輔（三田病院）

消化器がんに対する理学療法（周術期） 原　毅（国福大）

呼吸器がんに対する理学療法（周術期） 小暮英輔（三田病院）

転移性骨腫瘍に対する理学療法 飯島進乃（国福病院）

頭頸部がん・乳がんに対する理学療法（周術期） 原　毅（国福大）

放射線治療・化学療法における理学療法 石井貴弥（三田病院）

緩和ケアにおける理学療法 松本恭平（三田病院）

原　毅総合討議

成績評価の方法 確認問題（各回）

評価の基準 確認問題（100％）

準備学修

学修へのアドバイス
各講義では、レポート課題を課して、予習・復習を促す。

履修条件
がんプロ

理学療法学分野、医療福祉教育・管理分野

その他

教科書 必要に応じて紹介

参考書 必要に応じて紹介

オフィスアワー 水曜日・5限。メールでの問い合わせも可
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科目担当者

集中講義 必修／選択 単位数 15時間

回数

谷口　敬道

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん作業療法学 授業開始年度 2021

授業の形態

講義

必ずeラーニングシステムでVOD授業を学習し、確認問題に回答してください。

科目担当責任者

学科 ライフステージ／ゲノムコース 学年
修士課程1年

博士課程1年
期 後期

曜日時限 選択 1 時間数

がん患者に関する作業療法の役割は、術後の機能障害の回復・軽減から、代償手段の獲得、環境調整によるADL、

IADLといった活動の制限や、就労及び地域生活への定着といった参加制約へのアプローチなど多岐にわたる。また、終
末期ではよりよい作業が苦しみの昇華の手段であったり、人々との心のつながりを持つ梯になり、これらの場合の作業
は、機能改善の手段でもなく、それ自体が獲得されるべき目標でもなく、よりよい人生の時間の実現という意味を持つ。
本講義では、がん患者に関する作業療法のさまざまな役割について講義する。

授業の到達目標

1.作業療法の職域を理解し、がん患者のチーム医療・ケアの一員として必要性を理解できる。

2.周術期における作業療法の役割を理解できる。

3.がん患者の活動制限、参加の制約に関する作業療法の役割を理解できる。

4.緩和ケア、終末期における作業療法の役割を理解できる。

5.ライフステージに対応した作業療法の役割を理解できる。

授業の概要
(主題）

第5回 活動・参加へのアプローチ②　地域生活、就労への支援
国際医療福祉大学

保健医療学部　助教 野﨑　智仁

授業計画

内容 担当

第1回

国際医療福祉大学大学院

作業療法学分野責任者

谷口　敬道

総論
がんと作業療法　～ICFの概念図に基づく「がんの障害像」と作業療法について～

第8回 小児がんと向き合う作業療法②
国際医療福祉大学

保健医療学部　助教 渡邉　清美

第2回 心身機能・身体構造へのアプローチ　周術期の作業療法①（身体機能を中心に）
国際医療福祉大学三田病院

リハビリテーション室  安西 恵理

第3回 心身機能・身体構造へのアプローチ　周術期の作業療法②（精神・心理機能を中心に）
国際医療福祉大学熱海病院

リハビリテーション室　関　淳子

第4回 活動・参加へのアプローチ①　ADL、退院への支援
国際医療福祉大学三田病院

リハビリテーション室 松本　大典

第6回 個人因子・環境因子へのアプローチ　緩和ケア、終末期における支援
国際医療福祉大学

保健医療学部　助教 白砂　寛基

第7回
小児がんと向き合う作業療法①

～母の語りから考える医療機関における作業療法士の役割～

国際医療福祉大学

保健医療学部　助教 渡邉　清美

その他 特になし。

教科書 特に指定しない。

参考書 特に指定しない。

すべての授業があらかじめ収録した授業映像によるVOD授業になります。

評価の基準 確認問題の達成度100％

オフィスアワー 随時受け付ける。

準備学修

学修へのアドバイス
積極的に授業内の討議に参加すること。

履修条件

成績評価の方法 確認問題（各回）

ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者
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長沢　光章 科目担当者

集中講義 必修／選択 単位数 15時間

回数

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

第9回

この科目はＶＯＤ授業です。

国際医療福祉大学 授業計画（シラバス） キャンパス 大学院

科目名 がん臨床検査学 授業開始年度 2021

科目担当責任者

学科 ライフステージコース／ゲノムコース 学年
修士課程1年

博士課程1年
期 後期

授業計画

内容

曜日時限 選択 1 時間数

授業の形態

講義

ＶＯＤ授業は、eラーニングシステムで学習してください。

授業の概要

（主題）

各種がんの代謝、形態学そして画像読影に関連するがんの各種検査法について学び、同時に良性疾患との違いについて
理解する。

授業の到達目標

がんと正常細胞の形態と代謝を理解することができる

がん遺伝子の検査法と関連する酵素代謝とその代謝産物を理解し、その測定法を理解することができる

各種がん細胞の形態学的特徴と免疫細胞化学的検査法、そしてがん細胞解析を理解することができる

がんと病原微生物の関連性とその微生物検査法を理解することができる

超音波検査による各種がんの検査法を理解することができる

各種がんのバイオマーカー検査とその免疫学的検査法を理解することができる

担当

がん発症の分子生物学的メカニズムと遺伝学的検査法／遺伝子検査やゲノム検査がもたらす「がんゲ
ノム医療」

山口 良考

各種がんマーカーの検査の種類と検出感度 清宮  正徳

「がん」と病理検査 梅宮 敏文

がん関連代謝産物の測定法と酵素活性 大澤　進

造血器腫瘍の臨床検査（血液形態・免疫・遺伝子学的検査） 木村  明佐子

感染症と悪性新生物（感染症起因がん） 竹内  啓晃

がん細胞を見つける細胞診検査／医療現場での細胞診検査 池田  勝秀

がんの発生と対策を世界規模で考える 工藤  芳子

がん患者における相対生存率とその課題 佐藤  正一

履修条件
ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース履修者

ゲノム解析医療・希少がん診療に精通した医療者育成コース（インテンシブ）履修者

成績評価の方法 確認問題（各回）

評価の基準 確認問題100％

準備学修

学修へのアドバイス
事前・事後、関連する先行研究をあたる等、学修を主体的にすすめることとする。

オフィスアワー 授業前後もしくはメールで受け付ける。

その他

教科書 なし

参考書 適時紹介する
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2021年度 コース履修者数・修了者数⼀覧

ライフステージコース ／  ゲノムコース   履修者数 2020年度修了者数 2021年度修了者数 履修者数 2021年度修了者数

ライフステージ（修業年限2年） 52 28 30

医療福祉学研究科 46 26 24

保健医療学専攻 31 14 11

看護学分野 17 12 4

特定⾏為看護師養成分野 2 − −

理学療法学分野（修⼠） − − 1

理学療法学分野（博⼠） 2 − −

作業療法学分野 1 − 1

⾔語聴覚分野 1 1 −

放射線・情報科学分野 − − −

福祉⽀援⼯学分野 − − 1

⽣殖補助医療胚培養分野 − − 1

遺伝カウンセリング分野 2 − 3

先進的ケア・ネットワーク開発研究分野（博⼠） 1 − −

医療福祉経営学分野（博⼠） 1 − −

医療福祉教育・管理分野（博⼠） 1 1 −

医療福祉学分野（博⼠） 1 − −

臨床⼼理学分野（博⼠） 2 − −

医療福祉経営専攻 11 8 6

医療経営管理分野 2 2 3

医療福祉ジャーナリズム分野 3 1 −

先進的ケア・ネットワーク開発研究分野 1 2 −

医療福祉学分野 − − 1

診療情報アナリスト養成分野 2 2 2

医療通訳・国際医療マネジメント分野 3 1 −

臨床⼼理学専攻 4 4 7

医学研究科 4 2 2

公衆衛⽣学専攻（修⼠） 4 2 2

医学専攻（博⼠） − − −

薬科学研究科 − − 1

⽣命薬科学専攻（修⼠） − − 1

薬学研究科 2 − 3

医療・⽣命薬学専攻（博⼠） 2 − 3

ゲノム（修業年限1年） 21 16 9 8

医療福祉学研究科 20 15 7 6

保健医療学専攻 18 14 6 5

放射線・情報科学分野（博⼠） 1 1 − −

臨床検査学分野 9 5 1 0

医療福祉教育・管理分野 1 1 − −

⽣殖補助医療胚培養分野 − − − −

遺伝カウンセリング分野 4 4 4 4

医療福祉経営学分野（博⼠） 2 2 − −

看護学分野(博⼠) 1 1 − −

医療福祉学分野(博⼠) − − 1 1

臨床⼼理学分野（博⼠） − − − −

医療福祉経営専攻 1 0 1 1

医療経営管理分野 − − 1 1

医療通訳・国際医療マネジメント分野 1 0 − −

臨床⼼理学専攻 1 1 0 0

薬学研究科 − − 2 2

医療・⽣命薬学専攻 − − 2 2

医学研究科 1 1 0 0

公衆衛⽣学専攻（修⼠） 1 1 − −

医学専攻（博⼠） − − − −

総計 73 16 28 39 8

2020年度履修登録 2021年度履修登録

－ 34 －



Ⅲ.行事活動 

１．多職種協働市民公開シンポジウム 

２．一般市民公開講座 

３．がんプロフェッショナル養成のための 

教育ワークショップ 

４．映像教材の開発  
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Ⅲ-１.多職種協働市民公開 

シンポジウム
    

令和３年９月１２日 

WEB 公開 
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https://forms.gle/2qU85fJDT6s3xCat5

WEB 3 9 12 ( ) 18 00

WEB
WEB 10/11
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COI

COI

QOL
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Group workLecture Practice Demonstration
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90.0%( 422 380 )
2019 7
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41.8%( 419 175 )
2018 9
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1) Fearon K, et al. Lancet Oncol. 2011; 12: 489-495.
2) Cachexia 2018

Support Care Cancer 2013;21(12):3261�70

HGS 50

HGS 25
HGS 10

Lung Cancer 2012;76(2):248–252
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( : , , 1999)
2015 154

1 51.3 2 35.1 1 21.4
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Demands
Needs   

Sekine R, et al. Am J Hospice & Palliative Medicine 32, 2015 

ADL

QOL

ADL
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PTPT
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1. 1
2.
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( )

( )

2019 4~9

Enhanced Recovery After Surgery
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4.6%
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『2021年度多職種協働シンポジウム』アンケート結果

アンケート回答数 １７／申込実数 １２８（１３％）

＜問１＞
⾏ラベル 個数 / ①＜属性＞
⼀般参加 1
国際医療福祉⼤学グループ（教員・職員・⼤学院⽣・学部⽣） 16
総計 17

＜問２＞
⾏ラベル 個数 / ②＜性別＞
⼥ 14
男 3
総計 17

＜問３＞
⾏ラベル 個数 / ③＜年齢＞
20代 1
30代 6
40代 4
50代 6
総計 17

＜問４＞
⾏ラベル 個数 / ④＜職業＞（複数選択可）
教員;保健師・助産師・看護師 1
事務・クラーク 1
⼤学院⽣（修⼠課程） 12
⼤学院⽣（博⼠課程） 1
⼤学院⽣（博⼠課程）;理学療法⼠・⾔語聴覚⼠・作業療法⼠・視機能訓練⼠・義肢装具⼠ 1
理学療法⼠・⾔語聴覚⼠・作業療法⼠・視機能訓練⼠・義肢装具⼠ 1
総計 17

＜問５＞
⾏ラベル 個数 / ⑤＜所属＞
医療福祉学研究科 1
国際医療福祉⼤学 保健医療学部 看護学科  1
国際医療福祉⼤学院  1
国際医療福祉⼤学⼤学院 医学研究科公衆衛⽣学専攻 1
国際医療福祉⼤学⼤学院 医療福祉学研究科 1
国際医療福祉⼤学⼤学院 公衆衛⽣学専攻  1
国際医療福祉⼤学⼤学院 臨床⼼理学専攻 1
国際医療福祉⼤学⼤学院医療福祉学研究科保健医療学専攻遺伝カウンセリング分野 1
国際医療福祉⼤学⼤学院医療福祉学研究科保健医療学専攻福祉⽀援⼯学分野 1
⼭王メディカルセンター 医事課 放射線室 1
⾜利⾚⼗字病院 1
東京都⽴多摩総合病院、国際医療福祉⼤学⼤学院医療福祉学研究科修⼠課程保健医療学専攻遺伝カウンセリング分野 1
保健医療学専攻 医療福祉教育・管理分野 1
総計 13

＜問６＞

⾏ラベル
個数 / ⑥＜今回のイベントを視聴した理
由は何ですか。＞（複数選択可）

（学内向け）⼤学院⽤WEB掲⽰板を⾒て;（学内向け）指導教員・上司・同僚に聞いて 1
テーマに関⼼があったから;（学内向け）学内掲⽰を⾒て 1
テーマに関⼼があったから;講師が良かったから;慶應義塾⼤学リハビリテーション科のホームページ 1
本学がんプロからのメールを⾒て 7
本学がんプロからのメールを⾒て;（学内向け）⼤学院⽤WEB掲⽰板を⾒て 1
本学がんプロからのメールを⾒て;テーマに関⼼があったから;（学内向け）⼤学院⽤WEB掲⽰板を⾒て 1
本学⼤学院のホームページを⾒て 4
本学⼤学院のホームページを⾒て;本学がんプロからのメールを⾒て 1
総計 17

＜問７＞

⾏ラベル
個数 / ⑦＜シンポジウムの内容について、
ご理解いただけましたか。＞

理解できた。 5
良く理解できた。 12
総計 17

＜問８＞＜コメント＞
⾏ラベル
がんのリハビリテーションの重要性がよくわかる内容だった。

リハビリテーションの重要性はその後のQOLを保つために⾮常に重要であると感じている。今回初めて園芸療法という存在を知ったが植物の持つ⼒を利⽤した、本当に有効なアプ
ローチだと思った。

園芸療法について⾮常に興味を持ちました。
園庭療法を始め、多様なリハビリな⽅法を知ることができた。
奇抜なものもあり、興味深く聞かせていただきました

興味深い内容でとても楽しく学べました。もし可能であれば講演で使⽤されている資料をアップしていただけると、⼿元で⾒ながらお話を伺えるため、ありがたかったです。

＜問９＞

⾏ラベル 個数 / ⑨＜ご視聴いただいたご本⼈・ご家族・ご友⼈についてお伺
いいたします。※がん治療について＞（複数選択可）【任意】

がんで亡くなられた⽅がいる。 2
闘病経験のある⽅がいる。 1
闘病中の⽅がいる。 2
闘病中の⽅がいる。;闘病経験のある⽅がいる。 1
闘病中の⽅がいる。;闘病経験のある⽅がいる。;がんで亡くなられた⽅がいる。 3
特に該当しない。 5
総計 14

＜問１０＞

⾏ラベル
個数 / ⑩＜本学のがんプロの講演・シンポジウム等に
これまでお越し頂いたことがありますか。＞

3回以上 5
初めて 12
総計 17
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Ⅲ-２. 一般市民公開講座 
    

令和３年１１月２１日 

WEB 公開 
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がんプロ⼀般市⺠公開講座シンポジウム アンケート結果

アンケート回答数 １７／WEB申込数 １１６（回答率 １４．７％）

⾏ラベル 個数 / ①＜属性＞
⼀般参加 3
国際医療福祉⼤学グループ（教員・職員・⼤学院⽣・学部⽣） 14
総計 17

⾏ラベル 個数 / ②＜性別＞
⼥ 14
男 3

⾏ラベル 個数 / ③＜年齢＞
30代 4
40代 5
50代 7
60代 1
総計 17

⾏ラベル 個数 / ④＜職業＞（複数選択可）
医薬品卸 1
医療事務・クラーク 1
会社員 1
⼤学院⽣（修⼠課程） 8
⼤学院⽣（修⼠課程）;公認⼼理師 1
⼤学院⽣（博⼠課程） 3
⼤学院⽣（博⼠課程）;教員;薬剤師 1
薬剤師 1
総計 17

⾏ラベル 個数 / ⑤＜所属＞
看護学 1
公益財団法⼈ 献⾎供給事業団 1
国際医療福祉⼤学⼤学院 保健医療学研究科 理学療法学分野 1
国際医療福祉⼤学⼤学院」 臨床⼼理学専攻 1
国際医療福祉⼤学⼤学院医学研究科公衆衛⽣学専攻 1
国際医療福祉⼤学⼤学院医療福祉学研究科遺伝カウンセリング分野 1
国際医療福祉⼤学⼤学院医療福祉学研究科看護学分野 1
国際医療福祉⼤学⼤学院医療福祉経営専攻 1
国際医療福祉⼤学⼤学院看護学分野 1
⼭王メディカルセンター 医事課 放射線室 1
東邦薬品株式会社 1
総計 11

⾏ラベル 個数 / ⑥＜理由＞（複数選択可）
（学内向け）⼤学院⽤WEB掲⽰板を⾒て 1
医薬品のお取り引きをいただいておりご紹介いただいた為 1
新聞広告を⾒て（読売新聞） 1
本学がんプロからのメールを⾒て 8
本学がんプロからのメールを⾒て;（学内向け）⼤学院⽤WEB掲⽰板を⾒て 1
本学がんプロからのメールを⾒て;テーマに関⼼があったから 1
本学⼤学院のホームページを⾒て 2
本学⼤学院のホームページを⾒て;本学がんプロからのメールを⾒て 1

本学⼤学院のホームページを⾒て;本学がんプロからのメールを⾒て;テーマに関⼼があったから;（学内向け）⼤学院⽤WEB掲⽰板を⾒て 1

総計 17

⾏ラベル 個数 / ⑦＜シンポジウムの内容について、ご理解いただけましたか。＞
理解できた。 8
良く理解できた。 9
総計 17

＜ご意⾒＞
⾏ラベル
⼤変勉強になり、ありがとうございました。
勉強になりました。今後も視聴したいので、がんプロ⼀般市⺠公開講座の連絡をいただきたくお願いします。
免疫療法についてとても興味深いお話しをお聞きすることができ、感謝いたします。
薬剤師のテーマできちんと学んだのは初めてで、新鮮でした。
総計

⾏ラベル
個数 / ⑨＜ご視聴いただいたご本⼈・ご家
族・ご友⼈についてお伺いいたします。※
がん治療について＞（複数選択可）【任

がんで亡くなられた⽅がいる。 3
闘病経験のある⽅がいる。 1
闘病中の⽅がいる。;闘病経験のある⽅がいる。;がんで亡くなられた⽅がいる。 2
特に該当しない。 6
総計 12

⾏ラベル
個数 / ⑩＜本学のがんプロの講演・シンポジウム等
にこれまでお越し頂いたことがありますか。＞

2回⽬ 10
3回以上 4
初めて 3
総計 17
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Ⅲ-３. がんプロフェッショナル養成 

のための教育ワークショップ 
    

令和３年１月２３日 

WEB 公開 
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PRESSING panel:
ERBB2 amp, MET amp
ALK/ROS1/NTRK/RET fusions
PIK3CA exon20, PTEN, AKT1, MSI

－ 155 －



－ 156 －



－ 157 －



:

－ 158 －



－ 159 －



がんプロ教育ワークショップシンポジウム アンケート結果

アンケート回答数 ６／WEB申込数 ７１（回答率 ８．５％）

⾏ラベル 個数 / ①＜属性＞
⼀般参加 1
国際医療福祉⼤学グループ（教員・職員・⼤学院⽣・学部⽣） 5
総計 6

⾏ラベル 個数 / ②＜性別＞
⼥ 5
男 1
総計 6

⾏ラベル 個数 / ③＜年齢＞
20代 1
30代 1
40代 1
50代 2
60代 1

⾏ラベル 個数 / ④＜職業＞（複数選択可）
教員 1
事務員 1
⼤学院⽣（修⼠課程） 3
⼤学院⽣（修⼠課程）;診療放射線技師・臨床検査技師・臨床⼯学技⼠ 1
総計 6

⾏ラベル 個数 / ⑤＜所属＞
国際医療福祉⼤学保健医療学部看護学科 1
国際医療福祉⼤⼤学院 医療通訳・国際医療マネジメント 1
総計 2

⾏ラベル
個数 / ⑥＜今回のイベントを
視聴した理由は何ですか。＞
（複数選択可）

（学内向け）⼤学院⽤WEB掲⽰板を⾒て 2
本学がんプロからのメールを⾒て 2
本学がんプロからのメールを⾒て;（学内向け）⼤学院⽤WEB掲⽰板を⾒て 1
本学⼤学院のホームページを⾒て 1
総計 6

⾏ラベル
個数 / ⑦＜シンポジウムの内容につい
て、ご理解いただけましたか。＞

理解できた。 3
良く理解できた。 3
総計 6

⾏ラベル
「ストーマ」については、発表者が、やや「棒読み」状態で、話に引き込まれず、退屈だった。ストーマについての説明は、資料を読めば理解でき
る。現場の看護師から、資料以外の逸話など聞けたら良かった。

ストーマの取り扱いについて良く理解できました。三浦先⽣の挨拶が泌尿器科の宮崎先⽣の⾎尿のビデオでした。

総計

⾏ラベル
個数 / ⑨＜ご視聴いただいたご本⼈・ご家族・
ご友⼈についてお伺いいたします。※がん治療
について＞（複数選択可）【任意】

がんで亡くなられた⽅がいる。 2
闘病中の⽅がいる。 2
闘病中の⽅がいる。;闘病経験のある⽅がいる。;がんで亡くなられた⽅がいる。 1
総計 5

⾏ラベル
個数 / ⑩＜本学のがんプロの講演・シン
ポジウム等にこれまでお越し頂いたこと
がありますか。＞

2回⽬ 2
3回以上 3
初めて 1
総計 6
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Ⅲ-４. 映像教材の開発    
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文部科学省 多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材（がんプロフェッショナル）」養成プラン

国際医療福祉大学大学院　映像教材開発一覧（20210419現在）

臨床腫瘍学

1 腫瘍生物学 樋口 肇 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター 消化器化学療法部長
国際医療福祉大学 医学部 臨床腫瘍学主任教授

2017年度収録

2 がん遺伝子の解析学 高橋 克仁 先生
国際医療福祉大学三田病院 肉腫センター長
国際医療福祉大学三田病院 病院教授

2017年度収録

3 遺伝性腫瘍 高橋 克仁 先生
国際医療福祉大学三田病院 肉腫センター長
国際医療福祉大学三田病院 病院教授

2017年度収録

4 遺伝性腫瘍に対するカウンセリング 四元 淳子 先生 お茶の水女子大学大学院 遺伝カウンセリングコース 2017年度収録

5 がんの分子病理学 福澤 龍二 先生
国際医療福祉大学三田病院 病理部
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

6 がん薬物療法総論 中世古 知昭 先生
国際医療福祉大学三田病院 血液内科
国際医療福祉大学 医学部 血液内科学主任教授

2017年度収録

7 有害事象と支持療法 石黒 洋 先生
国際医療福祉大学病院  腫瘍内科
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

8 臨床試験 石黒 洋 先生
国際医療福祉大学病院  腫瘍内科
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

9 肺がん治療の最前線 林 和 先生
国際医療福祉大学三田病院 呼吸器外科部長 医療相談・緩和ケアセ
ンター・がん相談支援センター長/国際医療福祉大学 医学部 准教授

2018年度収録

10 乳がん治療の最前線 山下 浩二 先生
山王病院 乳腺外科部長
国際医療福祉大学 病院教授

2018年度収録

11 上部消化管治療の最前線 池田 佳史 先生
国際医療福祉大学三田病院 副院長 消化器センター長
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

12 下部消化管治療の最前線 似鳥 修弘 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター
国際医療福祉大学 医学部 准教授

2017年度収録

13 内視鏡診断、治療の最前線 片岡 幹統 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター
国際医療福祉大学 医学部 准教授

2017年度収録

14 肝臓がん治療の最前線 首村 智久 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター
国際医療福祉大学三田病院 病院准教授

2017年度収録

15 胆道癌、膵癌 樋口 肇 先生
国際医療福祉大学三田病院 消化器センター 消化器化学療法部長
国際医療福祉大学 医学部 臨床腫瘍学主任教授

2017年度収録

16 骨髄腫、白血病 中世古 知昭 先生
国際医療福祉大学三田病院 血液内科
国際医療福祉大学 医学部 血液内科学主任教授

2017年度収録

17 悪性リンパ腫 小林 幸夫 先生
国際医療福祉大学三田病院 血液内科
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

18 高齢化時代におけるがん予防 北島 政樹 先生 国際医療福祉大学 副理事長 名誉学長 2017年度収録

19 医療・研究倫理について 赤居 正美 先生　 国際医療福祉大学大学院 副大学院長 教授 2017年度収録

20 臨床腫瘍学に必要な統計学 ① 稲垣 誠一 先生 国際医療福祉大学 成田キャンパス総合教育センター 教授 2017年度収録

21 臨床腫瘍学に必要な統計学 ② 稲垣 誠一 先生 国際医療福祉大学 成田キャンパス総合教育センター 教授 2017年度収録

22 臨床腫瘍学に必要な統計学 ③ 稲垣 誠一 先生 国際医療福祉大学 成田キャンパス総合教育センター 教授 2018年度収録

23 臨床腫瘍学に必要な統計学 ④ 稲垣 誠一 先生 国際医療福祉大学 成田キャンパス総合教育センター 教授 2018年度収録

24 緩和ケア 森 雅紀 先生 聖隷三方原病院 2017年度収録

25 子宮癌・卵巣癌  進 伸幸 先生
国際医療福祉大学三田病院 婦人科部長
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

26 放射線治療総論　最新のトピック 戸矢 和仁 先生
国際医療福祉大学三田病院 放射線科
国際医療福祉大学 医学部 教授

2018年度収録

27 泌尿器癌 大東 貴志 先生
国際医療福祉大学三田病院 泌尿器科部長
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

28
がん診療における医療安全対策
～化学療法と医療安全～

石田 亜紀 先生 国際医療福祉大学三田病院 医療安全対策室 室長代理 2017年度収録

29 脳腫瘍 河島 雅到 先生
国際医療福祉大学三田病院 脳神経外科部長
国際医療福祉大学 医学部 脳神経外科学主任教授

2017年度収録

30 小児がん 石田 也寸志 先生 愛媛県立中央病院 小児医療センター長 患者支援室長 2017年度収録

31 医療情報システムの概要 内藏 啓幸 先生 国際医療福祉大学大学院 放射線・情報科学分野責任者 教授 2018年度収録

32
医療情報の利活用
〜医療情報が担う治療戦略～

松山 江里 先生 国際医療福祉大学大学院 放射線・情報科学分野 准教授 2018年度収録
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33 健診に必要なゲノム医療の知識(入門編) 辻 省次　先生 国際医療福祉大学 ゲノム医学研究所長 2019年度収録

34 2019年度　乳がん検診の実情と今後 菊池潔　先生
山王病院　副院長
国際医療福祉大学 臨床医学研究センター教授

2019年度収録

35 2019年度　がん検診概論(がん予防医学) 森下鉄夫　先生
山王メディカルセンター 院長、国際医療福祉大学 臨床研究医学研究
センター教授

2019年度収録

36
2019年度　我が国のがん政策（対策）－現況
と展望

埴岡　健一　先生 国際医療福祉大学大学院 医療福祉ジャーナリズム分野 教授 2019年度収録

37 先端がん薬物治療学 浅野　哲　先生
国際医療福祉大学大学院 医療・生命薬学専攻/生命薬科学専攻 教
授

2020年度収録

38 腫瘍免疫学とがん免疫療法 河上　裕　先生
国際医療福祉大学大学院 医学研究科　医学専攻 教授
国際医療福祉大学 医学部長

2020年度収録

臨床心理学概論

1 個人、家族、そして集団をつなぐ臨床心理学 亀口 憲治 先生 国際医療福祉大学大学院 臨床心理学専攻主任 教授 2017年度収録

がん診療の基礎知識

1 がんの基礎知識 冨田 裕彦 先生
国際医療福祉大学市川病院 病理・検査部長
国際医療福祉大学 医学部 教授

2017年度収録

多職種協働市民公開シンポジウム

1 2017年度収録

2 2018年度収録

3 2019年度収録

4 2020年度収録

がんプロフェッショナル養成のための教育ワークショップ

1 2017年度収録

2 2018年度収録

3 2019年度収録

4 2020年度収録

一般市民公開講座

1 2018年度収録

2 2019年度収録

3 2020年度収録

構成８大学合同シンポジウム

1 2019年度収録

「多職種連携で挑むがんの緩和ケア：人生会議（アドバンス・ケア・プランニング：ACP）を考える」
（開催：令和元年１２月８日（日）13：30～16：30）

「がんゲノム医療」
（開催：令和元年７月２６日（日）15：30～17：30）

「ライフステージに応じたがん診療～がん患者ケアに多職種でどう向き合うか～」
（開催：平成29年10月22日（日）14：00～16：50）

「ゲノム情報はがん治療にどのように役立つのか？」
（開催：平成29年12月10日（日）13：00～16：05）

「多職種協働で取り組むこれからのがん診療：乳がん・小児がんを中心に」
（開催：平成30年8月5日（日）13：00～15：40）

「がん治療と生活～両立への支援に向けて～」
（開催：平成30年10月21日（日）13：00～16：30）

「精神腫瘍科・サイコオンコロジストに学ぶ、がんに伴う心のケア」
（開催：令和２年１月１９日（日）13：30～16：45）

「がんゲノム医療～治療への展開～」
（開催：令和元年９月８日（日）13：30～16：30）

「がん薬物療法・放射線治療　最新の展望」
（開催：平成30年12月9日（日）13：00～16：55）

「小児がん治療　～最新の展望～」
（開催：令和２年９月７日（日）18：00～１０月６日（火）ＷＥＢ公開）

「すい臓がん治療への新しい挑戦」
（開催：令和３年１月１８日（日）18：00～２月２４日（日）ＷＥＢ公開）

「がんのグリーフケア　～臨床心理面から～」
（開催：令和２年１１月２４日（火）18：00～１２月３１日（木）ＷＥＢ公開）
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Ⅳ.構成 8 大学 

外部評価委員会 
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Ⅴ.広報・学生募集 

1. がんプロホームページ 

2. がんプロパンフレット

－ 173 －





https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/ 

https://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/cancer29/
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Ⅵ.事業推進委員会 

開催記録 

多様な新ニーズに対応する 

「がん専門医療人材(がんプロフェッショナル)養成プラン」 

事業推進委員会 
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令和３年度 

多様な新ニーズに対応する「がん専門医療人材(がんプロフェッショナル)養成プラン 

事業推進委員会 開催記録 

第 1 回 令和３年５月２５日（火） 18：10～19：00 

オンライン開催（ZOOM 利用） 

                                             （出席 16 名） 

第 2 回 令和３年８月３日（火） 18：10～19：00 

オンライン開催（ZOOM 利用） 

                                                （出席 22 名） 

第 3 回 令和３年１１月１６日（火） 18：10～19：00 

オンライン開催（ZOOM 利用） 

（出席 21 名） 

第 4 回 令和４年２月２２日（火） 18：10～19：00 

オンライン開催（ZOOM 利用） 

（出席 19 名） 
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Ⅶ.事業推進委員会 

委員名簿 

－ 181 －
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大

学
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哉
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学
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福
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学
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部
主
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東

京
赤
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キ
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）
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